






目的:心身障害を起こす原因疾患には,多くの疾病が知られている｡その中では,神経系の障

害による疾患の占める比率は大きい。これらの障害児の発生を防ぐ為には,できるだけ早く

障害を起こす疾患を発見し,できるだけ早期に治療を開始する事は必要である。 

小児の神経系に異常を起こす原因の 1つとして,急性または慢性ウイルス性脳炎がある｡ 

の疾患を起こす好神経性ウイルスとして多くの種類が知られている。私達が最近に経験し

たこれらの疾患の中でウイルス性脳炎に起因すると考えられる疾患を表1に示す。点頭て

んかんなどのけいれん性疾患の症例の唾液からは,サイトメガロウイルスが分離された。こ

の事から,神経系に障害をもつ患児達の中で,実際に,これらの病因ウイルスに感染した事

を示す抗体の保有率を検討する事は,有意義であると考えられる。 


